
資料２－１

札幌医科大学中期目標期間評価実施要領（案）の概要

札幌医大の第 1 期中期目標期間（H19 ～ H24）の終了に伴い、地独法第３０条に基づく中期目標の達成状況評価（中期目
標期間評価）を実施する。

１ 評価の方法
（１）評価は、評価委員会が行う「項目別評価」と「全体評価」により実施する。

ア 項目別評価
法人が中期目標及び中期計画について行う自己点検・評価の結果を踏まえ、中期目標の達成状況（中期計画の実施

状況、成果、課題等）について、調査・分析し、評価を行う。
イ 全体評価

項目別評価の結果を踏まえ、法人の業務実績と中期目標の達成状況について記述式により総合的に評価する。
（２）評価は、「中期目標期間評価視点」に基づき実施する。

２ 法人の自己点検・評価の方法
区分 内 容

（１）評価単位～中期計画２３８項目及び中期目標５０項目
項目別 ・中期計画２３８項目ごとに中期計画の実施状況について自己点検・評価
実 績 ・上記の中期計画項目ごとの自己評価を踏まえ、中期目標５０項目ごとに達成状況について自己点検・評価

（２）評価基準
・中期計画の自己評価～５区分（中期計画の２３８項目を個別に評価）
区分 自己点検・評価基準 判断基準（目 安）

５ 中期計画を上回って実施している 中期計画を上回って実施しており、特に優れた成果が認められる場合
４ 中期計画を十分実施している 中期計画どおり実施しており、所期の成果が認められる場合 （達成度１０割以上）
３ 中期計画を概ね実施している 中期計画どおり実施しており、概ね所期の成果が認められる場合 （達成度９割以上１０割未満）
２ 中期計画を十分には実施していない 中期計画を実施しているが、所期の成果が十分には認められない場合 （達成度９割未満）
１ 中期計画を実施していない 中期計画を実施していない場合

・中期目標の自己評価～５区分（中期計画の２３８項目を中期目標の５０項目に集約し、個別に評価）
区分 自己点検・評価基準 判断基準（目安）

ⅴ 中期目標を上回って実施している 中期計画の自己点検評価が全て区分「４」以上で、特に優れた成果がある場合
ⅳ 中期目標を十分実施している 中期計画の自己点検評価が全て区分「３」以上で、かつ区分「４」以上が概ね９割以上の場合
ⅲ 中期目標を概ね実施している 本表の区分「ⅴ、ⅳ、ⅱ、ⅰ」に該当しない場合
ⅱ 中期目標を十分には実施していない 中期計画の自己点検評価の区分「３」以上の割合が概ね９割未満の場合
ⅰ 中期目標を実施していない 中期計画の自己点検評価の区分「１」が相当数ある場合

総括実績 業務実績や特記事項を記述式で記載。
項目別実績に係る業務実績報告書様式

様 式 ・中期計画２３８項目ごとに「実施状況及び成果、自己点検・評価」を記載。
・中期目標５０項目ごとに「中期目標達成状況に係る自己評価の考え方」を記載の上、自己評価結果を記載。
・Ｈ２４年度計画の「実施状況及び成果、自己点検・評価」も合わせて記載。
・Ｈ２３.８実施の中期目標達成状況等評価の自己評価結果を参考に掲載。

３ 評価委員会の評価の方法
区分 内 容

（１）法人の自己点検評価の検証
項目別 ・中期目標及び中期計画の項目ごとの「自己点検・評価」の妥当性を検証。
評 価 ・検証は、法人へのヒアリング等を通じて、中期目標の達成状況や中期計画の実施状況等を確認して実施。

（２）中期目標の項目別評価
・（１）の検証を踏まえ、評価基準により総合的に判断し、中期目標の分野ごとに達成状況を評価。
・評価基準～５区分 （中期目標の５０項目を１５の分野に集約し、個別に評価）
区分 評価基準 判断基準（目安）

Ⅴ 中期目標の達成状況が非常に優れている 評価委員会が特に認める場合
Ⅳ 中期目標の達成状況が良好である 中期目標の自己点検評価が全て区分「ⅲ」以上で、かつ区分「ⅳ」以上が概ね９割以

上の場合
Ⅲ 中期目標の達成状況が概ね良好である 本表の区分「Ⅴ、Ⅳ、Ⅱ、Ⅰ」に該当しない場合
Ⅱ 中期目標の達成状況が不十分である 中期目標の自己点検評価の区分「ⅲ」以上が概ね９割未満の場合
Ⅰ 中期目標の達成のためには重大な改善事項がある 評価委員会が特に認める場合

※ 上記の判断基準は目安であり、重要な意義を有する事項や優れた取り組みがなされている事項を勘案
するとともに、法人を取り巻く諸事情も考慮して総合的に判断する。

全体評価 項目評価結果を踏まえ、中期目標期間における法人の業務の実績と、中期目標期間終了時における中期目標
の達成状況等について、総合的な評価を記述式で記載。


